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1 は じ め に

中国雲南省の高標高地帯は稲昨期間の気温が低いため
,

耐冷性の強い稲の遺伝資源が多いところと推定されている。

1982年から標高1900れの昆明市にある雲南省農業科学院に

おいて,日本及び中国の遺伝資源を利用して,水稲の耐冷

耐病・多収品種の育成をめざす共同研究が行われている。

この研究で育成された系統 (以下 ,合系系統という)は ,

雲南省内各地で既に試作が行われ,遺伝資源として日本に

も提供された。著者 らはこれらの系統に期待されている穂

ばらみ期耐冷性 (以下,耐冷性という)の試験を行ったの

で,その結果を報告する。

2試 験 方 法

供試材料は,1980年までに育成された合系 1号～ 9号の

系統群等を含む16種である。これらは,雲南省の梗稲を片
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親として,それに日本の「イシカリ」,「 トドロキワセJ,

「中母42J等をもう一方の親とした日中品種間交雑による

育成系統である。耐冷性の試験は,1987年に宮城県占川農

業試験場で「恨温深水法J(冷温障害の危険期にある幼穂

を処理できる水深を保ち,出穂前約一か月間,水温を一定

に制御した冷水により障害不稔を誘発する方法 )に より行っ

た。試験材料は 1系統 3株で, 1株 2本植えとし, 2反復

で養成した。冷水処理は,7月 4日から9月 10日 まで,水

温19℃ ,水深20mで循環灌がいを行った。成熟期に 1株か

ら綽長順に上位 5穂 , 1系統当たり15穂を採取 して,その

不稔歩合を調査した。

また,合系系統を本田で普通栽培して,出穂期,繹長 ,

品質等の調査を行った。

3試 験 結 果

合系系統の本田における特性は供試系統の平均値で表 1

(良 )～ 5(不良 )。 食味は+が良い方

に示した。東北地方の中生で草型が中間型である「 トヨニ

シキ」と比較すると,出穂期は同程度で,稗長はやや長く
,

穂長はやや短く,穂数はやや少ない系統が多かった。雲南

省の在来品種は,古川市で栽培すると極長稗,極長穂で
,

分けつは著しく少ない超穂重型になる品種が多いが ,供試

した合系系統はこれらより得長及び穂長が短く,分 けつも

多く,草型は日本の品種に近かった。

冷水処理を行った合系系統の不稔歩合と出穂期を図 1に

示した。出穂期は3月 15日 ～ 8月 25日 で,「 トヨニシキ」

と同程度のものが多かった。これらの不稔歩合は 8～54%

の範囲であり,寒冷地域の耐冷性基準品種で中生の最強級

品種である「 トドロキワセJよ りいずれも低かった。しか

し,「 トドロ+ワ セ」より更に耐冷性が強く,寒冷地域で

は耐冷性が最強と考えられる「農林24号 J及び晩生の最強
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表 1 合系系統の本田における特性
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冷水処理で耐冷性の検定を行う場合,稗長の長い系統ほ

ど冷温障害の危険期にある幼穂の位置が高いため冷水処理

が十分でない恐れがあり,こ の検定方法では稗長がおよそ

90"以上の系統は不稔歩合力紙 めになり検定精度力嘔 下す

ると著者らは考えている。

供試した合系系統の不稔歩合はいずれも「 トドロキワセ」

より低く,稗長が90cII以下の系統も多かったので,そ れら

の耐怜性程度はほぼ「 トドロキワセ」以上の水準にあると

考えられる。しかし,「農林24号」や「コンヒカリ」より

不稔歩合力泄 い系統はいずれも稗長が90“以上の長稗であ

るため,こ れらが「農林24号」や「コシヒカリ」より耐冷

性が強いといえるかどうかは疑間である。

以上の結果から,今回供試 した合系系統の穂ばらみ期耐

冷性は,全体的には「 トドロキワセ」を上回り,一部は寒

冷地域の最強級の品種である「農林24号」と同程度と考え

られるが,最強の系統が「農林24号」より強いとは言い切

れない。これらの合系系統の雲南省における耐冷性評価は

ほとんどが中～弱で,強い方ではない。したがって,今回

調査した系統より耐冷性が強い系統が育成される可能性は

十分あると考えられ,共同研究の今後の成果が期待され乙
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図2 合系系統の梓長と不稔歩合

級の基準品種である「コンヒカリ」と比べると,不稔歩合

は同程度かやや高いものが多く,一部はそれらより不稔歩

合がやや低かった。

冷水処理を行った合系系統の稗長と不稔歩合の関係を図

2に示した。稗長はほとんどの系統が「 トヨニシキ」より

長かった。「農体24号」より不稔歩合が低い系統はいずれ

も稗長が90m以上で「農林24号」より長い系統であった。
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